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１．はじめに

本資料では、第５回需給調整市場小委員会（2018.7.31）で整理された「中給システムの抜本的な改修が必要と
なる項目」のうち、以下に関する検討結果を報告する。
（１）単価登録の細分化
（２）V1/V2による直接的な運用
（３）中給制御の最大数

2018.7.31 第5回 需給調整市場検討小委員会 資料3より抜粋
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２．単価登録の細分化 （１）検討課題

今回、第７回需給調整市場小委員会（2018.11.13）提示の「単価登録の細分化のイメージ」について、中給システ
ムにおける抜本改修を必要としない改修方法の検討を実施。

2018.11.13 第7回 需給調整市場検討小委員会 資料3より抜粋
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需給調整市場検討小委員会におけるこれまでの議論の中でも委員・オブザーバーから、需要家の需要形
態や直前の負荷状況への対応面について、今後検討すべきとのご意見をいただいた。

（参考）検討課題に関するご発言について①

 17ページにある単価登録の細分化について、一般送配電事業者の費用対効果も検討した上でとなるが、抜本
改修の有無にかかわらず、是非、単価登録の細分化をお願いしたい。特に単価登録を時間帯別とした場合、リ
ソースの有効活用という観点から、アグリゲータも時間帯別にインセンティブを付与できる。他方、細分化されない
場合はこれがディスインセンティブになって、需給調整市場から淘汰されていく、そういうケースも発生しうると考えて
いる。こうした点を踏まえて、可能な限り時間帯別の細分化についても検討いただきたい。
（第７回需給調整市場検討小委員会 市村委員ご発言）

市村委員の発言とも関連するが、17および18ページが重要だと考えている。これからは自社のみならず他社の
電源も含め、多様な電源の中から一番安価なものから使うことで、社会全体のコストを下げていくことが目的だと
考えている。やはり発電やDRについても、時々刻々とコストが変っていくことは当然有り得ると思っており、状況に
応じて、あるいは時間帯によって単価を変えるようにできることが必要だと考えている。海外においても、GCの1時
間ぐらい前までは単価登録が変更可能となっているので、日本でも直前まで変更可能とすることが必要だと考え
ている。また、三次調整力②は前日に調達することを考えると、1週間同じ単価というのは有り得ないと考えており
、前日の段階で登録された単価を使う方が合理的であり、可能な限り直前まで登録単価を変更できる仕組み
にしていただきたい。また、こういうことを前提にインバランス料金制度の検討も進められていくと思うので、システム
開発の状況を報告していただき、予定通り進んでいることを確認しながら、進めていければよいと考えている。
（第７回需給調整市場検討小委員会 恒藤オブザーバーご発言）

【委員・オブザーバーからのご意見】
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旧一電であれば市場支配力があるので、戦略的に価格を設定するのは当面やめていただきたいということだと思
うが、新電力であればコストとかい離したkWh単価を登録しても競争という面では問題ないし、新電力が市場の
状況を見ながら調整力でも収益を得られる環境を作ることについて、それはそれで重要だと考える。そのため、その
日の朝に何かがあったから夕方のkWh単価を変更することはあっても良いと考える。
（第１４回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 オブザーバーご発言）

（前略）正に先ほど言われたように、時間前市場と自分で裁定して少し時間前市場より高くすればもともと登
録しているkWh単価より安くなるという旧一電はいないと思うが、新電力であればそういう事業者はいるはずなの
で、DR事業者でもできるはずだし、コスト安があり得ないということはなくて、手動で対応できるのであれば対応す
ればいいのではないのか。
（第１４回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 オブザーバーご発言）

 （前略）そこで、1週間kWh単価を変えてはいけないというのは結構厳しくて、三次調整力②に応札するにあ
たっては、kWh単価を直近の状況に応じて変更できる仕組みにしてあげて、新電力がそれで収益を上げられる
ようにした方が良いのではないか。
（第１４回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 オブザーバーご発言）

【オブザーバーからのご意見】

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会におけるこれまでの議論の中でも、オブザー
バーから、需給状況に応じたプライススパイクの反映について、今後検討すべきとのご意見をいただいた。

（参考）検討課題に関するご発言について②
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【現状（参考）】 対応案① 対応案②

単価細分化 週間あたり1単価 1日あたり1単価 30分毎単価（複数認識）

単価変更期限 週間 前日 ＧＣ

中給システム
の認識

※週１回差し替え ※毎日差し替え ※30分毎に差し替え

事業者ニーズへの
意義

燃料状況や需要家の負荷状
況に応じたタイムリーな価格設
定が困難

需要家リストのパターン登録と
の組合せにより、翌日の状況
想定に応じた価格設定が可能

対応案①に加え、タイムリーな価
格設定が可能

システム改修規模 改修不要 手動対応の会社もあり、多く
ても数千万円程度

抜本改修レベル
（改修規模の大きい会社は
数億円規模にまで増大）

2021年度に向けた対応案

２．単価登録の細分化 （２）検討結果

これまでの議論を踏まえて対応案①までは実施することとする。また、市場開設時点での対応案②までの
必要性については議論いただきたい。
2021年4月に実施する場合は、2019年3月末までにシステム改修の仕様を確定する必要がある。
（対応案②決定から２年程度のシステム改修期間が必要）

検討結果
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（参考）需要家パターン選択、単価登録のイメージ

項目 システム 前週 前日 GC 実運用

今
回
見
直
し
案

kWh単価
(メリットオーダー)

中給
システム

需要家
パターン

(アセスメント・清算)

市場
システム

項目 システム 前週 前日 GC 実運用

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

kWh単価
(メリットオーダー)

中給
システム

需要家
パターン

(アセスメント・清算)

市場
システム

※ブロック毎に選択

ΔkW応札時選択
（一次～三次①）

ΔkW応札時選択
（三次②）

需要計画
締切まで
変更可

対応案①
前日まで
変更可

対応案②
直前まで
変更可
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 旧一電が調整力の大宗を占めている中、旧一電もプライスベースで調整力のkWh単価を入れることを念頭に置
くと、対応案②として直前まで差替えられる方が、卸市場の価格と一致する。そうすれば、実際に調整力として安
いものが動いているのに、高い時間前市場で供給力を確保する、ということに対する心理的な壁も越えられ、良
いのではないか。kWh単価がプライスベースになっていないと結局、この直前にkWh単価を変えられる仕組みを
作っても、事実上ほとんど変わらないことになってしまうので、それではコストをかける意味がないということだと思う。
また、対応案②は、2年前に意思決定すればできるということであれば、極端に言えば、今後も2年前に決めれば
できるということ。

（第２0回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局発言）

 対応案①は時間帯によってkWhの値段を変えることはできないということか。DR等だとやはり昼間と夜間でkWh
の単価が違い、結構つらいと思う。天気が変化する中、揚水なども状況が変わるとkWhの値段を変えたいケース
もあるとは思うが。今の段階では、早くできた方が良いとしか申し上げられない。コストとの見合いもあるかもしれな
いが。中給システムをどうするかは悩ましいが、2021年度に間に合うように、GCの直前までkWhの値段を入れ替
えられるようにしておいた方がいいと思った。

（第２0回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 オブザーバーご発言）

 最初は、三次調整力②からのスタートだと考えると、夜間の調整力必要量が小さい。よって昼間と夜間とのkWh
の単価差をつけるニーズは、ほとんど無いという気はする。そこをどう判断するかはあるかと思う。
（第２0回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 委員ご発言）

【出席者からのご意見】

第20回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）における議論の
中で、出席者から、市場開設時の必要性をどの様に想定するかによって異なるご意見をいただいた。

（参考）検討結果に関するご発言について
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３．V1/V2による直接的な運用 （1）検討課題

今回、第7回需給調整市場小委員会（2018.11.13）提示の「V1/V2による直接的な運用」について、
対応案の検討を実施。

2018.11.13 第7回 需給調整市場検討小委員会 資料4より抜粋（一部追記）

V1/V2単価は原則、
『出力によらず一定』 または
『出力増加に伴い単価が高くなる』ことが必要。
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３．V1/V2による直接的な運用 （2）検討結果

システムの根幹である制御機能を根本から見直す必要があることから、リプレースまでの間は引続きabc定
数による運用を継続する。
ただし、事業者からはV1/V2単価を提出して頂き、中給側でabc定数相当に変換して対応する。

検討結果
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４．中給制御の最大数（１）検討課題と検討結果

今回、第７回需給調整市場小委員会（2018.11.13）提示の「中給制御の最大数」について、対応
案の検討を実施

2018.11.13 第7回 需給調整市場検討小委員会 資料4より抜粋
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４．中給制御の最大数（１）検討課題と検討結果

接続申込状況に応じて中給システムの改修を実施する。
（改修には少なくとも１年程度の期間を要することから、事業者の方には早めに一般送配電事業者へ
連絡があれば個別に相談に応じることとする）

検討結果
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以 上


